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行
財
政
改
革
の
視
点
か

ら
、
市
の
適
正
職
員
数
・
人

件
費
お
よ
び
適
正
予
算
規
模

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

 

市　

長

　

新
た
に
「
職
員
数
適
正
化

計
画
」
を
策
定
し
、
最
適
な

組
織
機
構
と
職
員
体
制
を
定

め
ま
す
。
ま
た
交
付
税
削
減

の
動
向
や
、
各
種
経
営
改
革

の
進
捗
等
を
勘
案
し
、
健
全

な
財
政
規
模
を
堅
持
し
ま

す
。 

若
手
職
員
等
人
材
育
成

に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

 

専
門
的
な
知
見
を
高

め
、
職
員
の
「
や
る
気
」
を

伸
ば
し
、
職
員
の
能
力
と
意

欲
が
発
揮
で
き
る
職
場
環
境

の
整
備
と
、
刺
激
と
気
づ
き

に
つ
な
が
る
研
修
に
努
め
ま

す
。

 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
市
独
自
の
推
進
支
援
策

に
対
す
る
市
長
の
見
解
は
。

 

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組

み
を
行
い
、
環
境
問
題
の
解

決
に
向
け
、
市
民
皆
さ
ん
の

理
解
を
深
め
な
が
ら
進
め
ま

す
。 

５
月
開
院
予
定
の
市
民

病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
体
制

を
含
め
た
、
中
長
期
の
経
営

計
画
の
見
通
し
は
ど
う
な
の

か
展
望
を
伺
い
ま
す
。

 

入
院
・
外
来
患
者
数
の

増
は
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
減

価
償
却
費
等
で
非
常
に
厳
し

い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
償
却
が
終
了
す
れ
ば
好

転
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。 

24
年
度
の
産
業
政
策
の

目
玉
は
。
特
に
農
業
振
興
に

つ
い
て
、
西
川
市
政
３
年
間

の
成
果
と
課
題
に
対
す
る
市

長
の
見
解
と
最
終
年
の
意
気

込
み
は
。

 

全
国
に
高
島
市
を
発
信

す
る
た
め
、「
び
わ
湖
・
高

島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催

し
ま
す
。
農
業
振
興
で
は
、

売
れ
る
特
産
品
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
57
品
目
１
６
０
件

を
農
産
ブ
ラ
ン
ド
に
認
証
し

ま
し
た
が
、
一
方
で
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
な
ど
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
そ
の
対
策

が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

 

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
進

捗
残
36
％
実
現
に
対
す
る
本

年
の
取
り
組
み
計
画
へ
の
市

長
の
決
意
は
。

 

残
り
36
％
の
実
現
に
向

け
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
盛
り
込
む
と
と
も
に
、

来
年
度
予
算
に
も
計
上
し
、

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

 

大
阪
市
長
は
、
議
員
か

ら
市
職
員
が
特
定
の
団
体
や

個
人
に
関
す
る
口
利
き
を
受

け
た
際
の
や
り
と
り
を
全
て

記
録
し
情
報
公
開
す
る
と
表

明
さ
れ
た
が
、
市
長
の
見
解

は
。 

議
員
か
ら
の
口
利
き
と

い
う
よ
り
も
要
望
は
多
く
受

け
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
育
委
員
会
組
織
の
現
状

と
課
題
を
質
す

 

24
年
度
の
市
の
教
育
方

針
の
新
た
な
取
り
組
み
概
要

は
。 

教
育
長

　

学
校
教
育
分
野
で
は
、「
小

中
一
貫
教
育
の
推
進
」
他
３

項
目
、
社
会
教
育
分
野
で
は

「
生
き
る
力
の
基
礎
的
な
資

源
や
能
力
を
育
成
す
る
家
庭

教
育
の
推
進
」
他
３
項
目
を

重
点
項
目
と
し
て
い
ま
す
。

 

「
24
年
度
は
学
校
に
お

け
る
い
じ
め
根
絶
に
向
け
、

地
域
あ
げ
て
、
教
育
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
」
と
施
政
方
針
に
あ
り
ま

す
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て

何
回
会
議
を
も
ち
、
地
域
や

関
係
者
に
ど
の
程
度
働
き
か

け
を
さ
れ
た
の
か
。「
地
域

あ
げ
て
取
り
組
む
姿
勢
が
市

民
に
は
全
く
見
え
な
い
」
と

の
厳
し
い
市
民
の
声
に
対
し

て
、
教
育
委
員
長
の
認
識
と

見
解
は
。

 

教
育
委
員
長職

務
代
理
者

　

11
月
定
例
教
育
委
員
会

で
、
概
要
報
告
を
行
い
状
況

を
検
証
し
、
そ
の
後
毎
月
、

い
じ
め
事
件
に
係
る
取
り
組

み
の
報
告
を
行
う
な
ど
、
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。 

教
育
委
員
会
の
現
況
の

課
題
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

長
の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

 

学
校
、
家
庭
、
地
域
社

会
が
連
携
・
協
働
し
て
、
す

べ
て
の
市
民
が
自
ら
の
生
き

方
を
主
体
的
に
考
え
、
行
動

で
き
る
力
を
育
む
教
育
を
推

進
す
る
こ
と
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

 

積
雪
10
㎝
は
市
内
全
域

の
基
準
な
の
で
す
か
。

 

市　

長

　

市
内
全
域
に
適
用
し
て
い

ま
す
。

 

積
雪
基
準
を
下
げ
る
べ

き
で
は
。

 

基
準
を
下
げ
る
と
作
業

時
間
が
増
加
し
、
除
雪
経
費

の
増
加
や
障
害
物
の
破
損

等
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
も
危

険
が
及
び
ま
す
。

 

積
雪
の
計
測
は
委
託
業

者
に
任
せ
て
い
る
と
仄そ
く
ぶ
ん聞
し

ま
す
が
、
待
機
料
は
加
味
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

 

現
地
の
降
雪
状
況
に
即

し
た
除
雪
作
業
体
制
を
取
っ

て
い
ま
す
。
待
機
料
と
し
て

は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
準

備
時
間
等
を
考
慮
し
た
諸
経

費
を
含
ん
で
い
ま
す
。

 

除
雪
機
械
は
充
足
し
て

い
ま
す
か
。

 
現
在
87
台
で
作
業
に
あ

た
っ
て
お
り
、
支
障
は
生
じ

て
い
ま
せ
ん
。

 

作
業
中
の
機
械
の
故
障

に
対
し
て
予
備
機
械
を
備
え

る
べ
き
で
は
。

 

別
路
線
の
除
雪
機
械
を

回
す
な
ど
、
臨
機
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

 

業
者
委
託
と
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
直
接
委
託
に
つ
い
て
。

 

基
本
は
業
者
と
の
委
託

で
す
が
、
経
験
豊
か
な
個
人

事
業
主
と
契
約
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

 

車
種
ご
と
の
時
間
当
た

り
の
委
託
料
と
、
そ
の
内
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
支
払
う
時
間

当
た
り
の
額
は
。

 

機
種
な
ど
に
よ
っ
て
単

価
差
は
あ
り
ま
す
が
、
基
準

額
は
県
が
定
め
て
い
る
単
価

と
同
額
で
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
へ
の
額
は
、
業
者
か
ら
支

払
わ
れ
る
の
で
承
知
し
て
い

ま
せ
ん
。

 

除
雪
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必

要
で
は
。

 

降
雪
期
前
に
説
明
調
整

会
を
開
催
し
、
作
業
手
順
や

注
意
事
項
等
の
説
明
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 

各
学
校
に
お
け
る
通
学

路
の
歩
道
除
雪
つ
い
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
も
委
託
で
き
な
い
で
す

か
。 

関
係
者
の
協
力
を
得
な

が
ら
除
雪
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
歩
道
除
雪
の
方
法
を

検
証
し
研
究
し
ま
す
。

今
期
大
雪
に
対
す
る
除
雪
作
業
の

実
態
に
つ
い
て

今
期
大
雪
に
対
す
る
除
雪
作
業
の

高
島
新
政
ク
ラ
ブ

宮内 英明 議員

任
期
最
終
年
に
お
け
る
施
政
方
針
を
質
す

た
か
し
ま
21

山川 恒雄 議員

高
島
市
都
市
づ
く
り
構
想

を
問
う

 

高
島
市
の
都
市
づ
く
り

の
将
来
像
は
「
水
と
緑　

人

の
い
き
か
う　

高
島
市
」
や

高
島
市
総
合
計
画
の
「
環
の

郷
た
か
し
ま
」
を
基
本
目
標

と
し
て
お
り
、
今
回
の
都
市

計
画「
多
核
連
携
型
の
都
市
」

５
つ
の
用
途
地
域
を
結
ぶ
、

具
体
的
整
備
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

 

各
Ｊ
Ｒ
駅
前
周
辺
の
市

街
地
の
「
都
市
拠
点
」
を
道

路
と
鉄
道
で
結
び
、
相
互
が

連
携
し
厚
み
の
あ
る
都
市
形

成
を
目
指
す
た
め
、
道
路
網

や
公
共
交
通
機
関
の
機
能
向

上
に
向
け
て
関
係
機
関
へ
の

要
望
活
動
に
努
め
、
市
で
行

う
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
ま
す
。

24
年
度
市
長
施
政
方
針
を

問
う

 

人
口
の
減
少
対
策
は
。

 

現
在
の
人
口
規
模
を
い

か
に
持
続
し
て
い
く
か
に
絞

り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
と
、

市
内
外
の
若
者
が
一
人
で
も

多
く
永
住
す
る
た
め
の
土
壌

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

交
付
税
合
併
特
例
措
置

の
終
了
に
対
す
る
安
定
し

た
財
政
基
盤
の
確
立
の
方
策

は
。 

今
後
と
も
限
ら
れ
た
財

源
の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な

運
用
を
図
り
、
長
期
展
望
に

立
っ
た
財
政
運
営
に
努
め
ま

す
。 

公
共
施
設
の
見
直
し
と

経
常
経
費
の
削
減
は
。

 

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
調
査
、
検
討
し
ま
す
。
ま

た
経
常
経
費
削
減
に
向
け
、

個
別
の
項
目
に
対
し
て
も
鋭

意
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

淡
海
湖
の
溜
池
対
策
事

業
に
対
す
る
取
り
組
み
方
策

と
推
定
事
業
規
模
は
。

 

堤
体
工
事
の
調
査
業
務

が
県
で
採
択
さ
れ
、
市
も
負

担
額
を
予
算
に
計
上
し
て
い

ま
す
。
一
日
も
早
い
本
工
事

着
手
を
さ
ら
に
県
に
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

職員の「やる気」を伸ばす若手職員対象の研修会

今期の大雪の中の除雪風景


